
Webマップを使って防災に備える！
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常日頃から災害に備えることが大切

　今回は時間の都合上、限られた場所しか確認できませんでしたが、実際

には、もっとゆっくりまち歩きをして地域全域を確認していく必要がありま

す。防災に関心を持ち、いつ起こるか分からない災害に常日頃から意識し

て準備をしてほしいです。北新地行政区では、現在は新型コロナウイルス

の影響で実施できていませんが、2年に1回は防災避難訓練をしています。

また、昨年は九州大学と連携して災害リスクコミュニケーション（9ページ

参照）も実施しました。自助、共助の取り組みで一人ひとりが災害に備え、

地域のつながりも大切にしていきたいです。

今までは意識していなかった
この機会にあらためて防災について考えたい
　今回、初めてまち歩きや防災マップの作成を体験しまし

た。普段よく通る場所も危険があることを肌で感じることが

できました。Webマップ内のマッピンドロップの操作は、比較

的単純だったので、慣れれば誰でも簡単に使うことができる

と思います。次回は自分の家からの避難経路を作ってみたい

と思います。

マッピンドロップの操作は単純
ぜひマップの有効活用を
　私もWebマップ内でマッピンドロップの操作をやってみて、最初は難し

いのではと思いました。しかし、シンプルなので高齢者でもある程度慣れ

ると使いこなせると思います。せっかくなら、今回高校生と一緒に活動し

たように、さまざまな世代の人々が知恵を出し合い協力しながら作業する

ことで、地域の結束も強まり、災害時の対応に生かせると思います。ぜひ、

皆さんの地域でもこのWebマップを使って地域の防災活動などに役立て

てください。その際は、てまがえ隊も協力しますのでお声がけください。
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「マイ・タイムライン」で行動計画を立てましょう
長引く大雨!集中豪雨!台風接近!～そのとき、あなたはどう行動する？～　

　マイ・タイムラインとは、風水害に備え自分
自身が取るべき行動を時系列で整理した「自
分と家族の避難行動計画」です。雨や風は事
前に予測できるため、風水害が発生する前に
準備することが大切です。

　糸島市Webマップの洪水・土砂災害・高潮・
ため池ハザードマップを用いて、自分の住む
地域に潜む風水害リスクを知り、どのタイミン
グでどのような避難行動が必要か、家族と一
緒に考えましょう。

市が発令した避難情報は、テレビやラジオ、インターネットなどのほか、防災行政無線でも伝えられます。
自分の住んでいる地域が、避難情報の対象区域だった場合は、発令されたらすぐに行動に移すことが大切です。

経 過 市からの避難情報
および気象情報

市民が
取るべき行動 私と家族の行動

■マイ・タイムライン（例）

気象状況
悪化の恐れ

災害発生の
恐れがある

災害発生の
恐れが高い

● 携帯電話を充電する
● 備蓄品の確認
● 家族の予定の確認
● 車にガソリンを給油する

● 自宅の雨、風対策（浸水対策と

して大切なものを2階へ上げる、

物干しざおを取り込むなど）
● ご飯を炊いておく
● お風呂に水をためておく
● 非常持ち出し品の入ったリュック

を玄関に置いておく

● 避難に時間を要する人（高齢者、

障がいのある人、乳幼児など）とそ

の支援者は避難を開始する。その

他の人は必要なものをリュックなど

に入れ、避難の準備を整える
● 災害情報をテレビや携帯電話で

収集する

● 速やかに避難場所へ避難する
● 避難するときは、戸締まりをし

ブレーカーを切って近所に声を掛

けて避難する

● 家の中の高い場所、アパートやマ

ンションの場合は上層階の高い

安全な場所に避難する

警戒レベル 1
早期注意情報

テレビなどで小まめ
に気象情報を確認し、
災害への心構えを
高める

避難に備え避難
行動を確認する

危険な場所から
高齢者などは
避難する

気象庁

警戒レベル 2
大雨・洪水・
高潮注意報

気象庁

警戒レベル 3

高齢者等避難

市が
発令

危険な場所から
全員避難する

警戒レベル 4
避難指示

市が
発令

命を守るため、
直ちに安全を
確保する

警戒レベル 5
緊急安全確保
（必ず発令されるものではない）
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自分の地域の状況に照らし合わせて作ってみましょう。

ここまでに必ず避難
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